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粗骨材 岩質 比重 (%) (%) 粗粒率 減量(%) (%) 
砕石A 安山岩 2.G7 1.78 月9.5 G.G8 21.0 2:3.5 
砕石B 安山岩 2.GG 1.:);3 ら8.7 G.G2 1G.9 17.ら
砕右c安山岩 え71 1.94 59.4 G.7:i 1.'5.7 14.4 
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図 4 7.l<粁i1t材比と圧縮強度の関係
れる。したがって、本研究で採用した砂利を用いたコンクリー卜では、 1)1)N/mm2程度が限界強度であると考
えられる。これは、砂利の表面性状が平滑であることにより骨材とセメントペーストとの付着力が小さくな
り、骨材界面が弱点となったためと推察される。
4. まとめ
本研究では、粗骨材の品質が高強度コンクリートの強度に及ぼす影響を、骨材の破lJ21し値およびすりへり減
量、に着目して検討を行った。その結果をまとめると次のようになる。
1)破砕値あるいはすりへり減量が小さいほど、正縮強度は大きくなる0
2)結合材水比と圧縮強度はりこ円の関係になる。
:3)砕石を用いた場合、水結合材比と圧縮強度の関係はほぼ直線で表される。
4)砂利を用いた場合、 55N/mm2程度が限界強度である。
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